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3月3日　桃の節句（ひな祭り）

連絡帳より

●桜フレームの大作、ありがとうございます。ワイワイ言いながら楽しんで作ったんだろうなぁと笑
顔の母を想像します。様々な取り組み、見守りに感謝しています。

●昨日は桜フレームの素敵なものを頂いて、また本日は誕生日を祝って頂き、写真と美味しい
ケーキ、感謝状とたくさん頂戴し、職員の方々に感謝でいっぱいです。お風呂もお世話になって助
かります。今後ともよろしくお願い致します。

●桜の額絵ありがとうございました。主人は苦手な分野なので、きれいに出来ていてびっくりしまし
た。色々お手伝いしてもらったとの事、ありがとうございました。さっそく飾りました。

●土曜日のポピンズカフェとても楽しく、ひと足早いおひな祭り気分も味わえて嬉しい１日でした。
いつも皆さんの笑顔に癒されます。

●ポピンズカフェ、本当に楽しいひと時でした。スタッフやボランティアの方々の優しさが伝わって
きます。何も理解できない母ですが、それだけに心に通じるものは私よりも感じ取っているのだと
思います。感謝です。

●ポピンズカフェ、美しいお雛様料理、幸せなひと時でした。はなちゃんの可愛い踊りに感激。あり
がとうございました。

旧暦3月3日は桃の花が咲く時期であるため、「桃の節句」と呼ばれるようになりました。ひな人形

や桃の花を飾り、女の子の健やかな成長を願う行事が行われます。

○昔は金魚を飾っていた！？

平安時代では、紙で作った人形に穢れを移し、川へ流す「流し雛」が行われていたことから、水に

縁のあるハマグリなどをひな壇に飾っていました。しかし、海から遠い地域では入手するのが難し

いため、江戸時代には金魚を飾るようになりました。

○金魚売りの声は春を呼ぶ縁起物

2月中ごろ～3月始めまで、ひな壇に金魚を飾っていたことから、金魚が盛んに売られていました。

このことから金魚売りの声は、春を呼ぶ縁起の良いものとされていました。

○子どもの成長を祝う飲み物

昔、桃は百歳（ももとせ）に通じることから、子どもたちの健やかな成長を祈って、桃の花を浮かべ

た「桃花酒」を飲む風習がありました。江戸時代からは、白酒が好んで飲まれるようになりましたが、

白酒にはアルコールが含まれているため子どもには甘酒が用意されるようになりました。
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